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当協会は、人権尊重を基調とした地域社会づくりに寄与するため、吹田市の国際化促

進と市民の国際交流活動の支援、国際社会で活躍できるグローバル人材の育成、地域で

暮らす多様な人々の支援など多岐に亘る事業を展開している。 

平成 28年度の事業について次の通り報告します。 

（文中、特定非営利活動法人は（特活）、公益財団法人は（公財）、一般財団法人は

（一財）と表記。） 

Ⅰ 市民主体の国際交流・国際協力 

市民が主体となって国際交流や国際理解を進め、多様な価値観を認め合う地域社会の

実現を推進します。 

１．友好交流都市との交流事業 

吹田市の友好交流都市、バンクスタウン市は 2016 年にカンタベリー市と合併しカン

タベリーバンクスタウン市となった。当協会はこれまで優れた国際交流員をバンクスタ

ウン市を介して招聘してきたので、今後も前向きな関係を持ち続けられるよう働きかけ

た。 

２．国際交流情報の収集及び発信 

（１）会報 SIFA Times の発行、年 4回、1500部 

協会の事業紹介、活動報告、在住外国人向け多言語情報、近隣他団体の情報等掲載。

全会員、行政関係、教育機関、国際交流関係機関等に送付。 

（２）国際交流情報の収集及び発信 

多言語のホームページとフェイスブック、ならびに新たに開設した留学生や在住外

国人向けの多言語メーリングリスト「ミミヨリ INFO」の活用で、必要な人が必要な

時に適切に情報を獲得出来るようにした。また、SIFA 国際交流員による You tube 

’SIFA says’を閲覧できるようにした。    

（３）大阪府内の国際交流協会による「国際交流協会ネットワークおおさか」に参画し広

域的な相互協力や情報交換を図った。定例会 6回開催。 

また、「国際交流協会ネットワークおおさか連続研修会および法律相談会」として、

各国際交流協会のスタッフの育成に力点を置いた研修会を 2 回、また大阪弁護士会

の協力を得て無料法律個別相談会を 2 回、そのためのスタッフ研修会を 1 回実施し

た。 

ア．スタッフ研修会 

①第 1回「私にとっての多文化共生」 

  実施日 1月 12日（木） 

  場 所 大阪国際交流センター 

  ファシリテーター 金香百合氏（ホリスティック教育実践研究所 所長） 

     SIFA からの参加スタッフ 2名 

②第 2回「ひょうたん島問題」ワークショップ 
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      実施日 2月 10日（金） 

   場 所 大阪国際交流センター 

   ファシリテーター 北川知子氏 

        （とんだばやし国際交流協会 理事長・大阪教育大学非常勤講師） 

SIFAからの参加スタッフ 3名 

イ．無料法律個別相談会  

  共通ちらし：10 言語（英語、中国語、韓国・朝鮮語、フィリピン語、ベトナム語、

スペイン語、ポルトガル語、ネパール語、インドネシア語、タイ語） 

        ＊SIFAはベトナム語担当 

 ①スタッフ研修会「弁護士による DVについての学習会」 

   開催日 12月 16日（金） 

   場 所 大阪国際交流センター 

   SIFAからの参加スタッフ 2名 

②北会場   開催日 2月 26日(日)  

            場 所 とよなか国際交流センター 

相談件数：5件 

③南会場  開催日 2月 25日(土) 

        場 所 とんだばやし国際交流協会 

        相談件数 3件 

３．市内大学との連携による留学生等と市民の交流 

（１）市内の大学等のホストファミリープログラムの支援 

ア．大阪大学ホストファミリープログラム（大阪大学国際教育交流センター） 

留学生及びホストファミリーがお互いの文化・習慣を正しく知り、相互理解を深

めるために家族ぐるみで国際交流活動を行った。ホストファミリー世話人を中心

に運営し交流期間中のサポートや交流会を実施。 

交流期間 1）春季プログラム（4月～9 月） 2）秋季プログラム（10月～3 月） 

交流家庭 1）32 家庭  2）30家庭  

イ．ホストファミリーボランティア説明会 

7月 23日（土）：19組（35名）、2月 19日（日）：16 組（30名） 

ウ．ホストファミリー交流会 

開催日 ①5月 21日（土） ②12月 4日（日） 

場  所 ①千里南公園  ②南千里地区公民館 

参加者 ①61名（17家族・留学生 23名） ②41名（11家族・留学生 9名） 

Ⅱ 国際化推進の人づくり支援 

１．国際交流ボランティア活動支援 
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地域の中に積極的に外国人を受け入れ自主的な交流を目指している SIFA登録ボランティ

アをサポートする一方、研修会を実施しスキルアップを図るとともに、バランスの良い運

営ができるようコーディネートした。 

（１）国際交流ボランティア登録 

2016 年度ボランティア活動メニュー：日本語チューター/にこにこ日本語/ハロハロ

SQUARE/多文化子育てサポート/翻訳・通訳/コミュニティ通訳/ホストファミリー/ 

SIFA Times発送/保育/事業サポート 

登録者 200名（内訳:日本人 186名、外国人 14名／中国、韓国、ロシア） 

（２）ボランティア登録説明会 

開催日 ア．3月 20日（月・祝） イ．3月 22日（水） 

場 所 SIFA 

参加者 ア．25名 イ．25名 

内 容 ・国際交流ボランティアに関するミニ講演会（20分）  

講 師 吉川友香氏（（公財）大阪府国際交流財団企画推進課主任企画員） 

「多文化共生社会におけるボランティア」 

      ・SIFA事業及びボランティア活動紹介、個別説明 

  新規ボランティア登録者数：35名 

（３）日本語ボランティアブラッシュアップ講座 

   開催日 ①10月 23 日（日） ②11月 13日（日） 

   場 所 市民公益活動センター 

   講 師 矢谷久美子氏（(一財）海外産業人材育成協会関西研修センター日本語講師) 

   参加者 ①44名 ②37名 

（４）ボランティアによる日本語学習支援 

ア．SIFA日本語チューター 

ボランティアによる自主運営を基本に据え、できるだけ学習者のニーズに合わせ

柔軟な対応に配慮したので学習効果が上がり学習意欲の向上にも繋がった。学習

面のみならず、1対 1でお互いに良い信頼関係を築くことができた。 

開催日 4月～3月 （朝：40回、昼：40回、夜：39回） 

場 所 SIFA 

参加者 学習者・ボランティア：延べ 696組 

（朝：265組、昼：198組、夜：233組） 

イ．にこにこ日本語 

ボランティアの指導による学習者のレベルに配慮した少人数グループ学習クラス

を実施した。学習者の日本語力を深めるだけではなく、日本語交流活動を通して

ボランティア自身が日本文化について理解を深め、学習者と共に学び合い育ち合

う機会となり、学習者・ボランティア双方にとって満足度の高い事業となった。 



 
 

4 

開催日 4月～3月 （全 37回） 

場 所 SIFA 

参加者 学習者：延べ 300名  ボランティア：延べ 258名 

２．語学教室（自主事業） 

学習者の知識や技術習得だけでなく、さまざまな国の文化や生活習慣を知る機会を提供

し、外国語に慣れ親しむことを手始めに国際理解の意識を高め、地域で共に生活する隣人

としての外国人支援の重要性を伝えた。バンクスタウン市からの国際交流員が語学講師も

兼任した。また、幼児のための親子クラスを始め、児童から高校生までの青少年対象の英

会話クラスを開催し、英語学習を通して子ども達の国際理解を深め、グローバル人材の育

成に努めた。 

（１）通年、半期クラス 

英語（大人・子ども）・中国語・韓国朝鮮語クラスを開講。 

場 所 SIFA 

参加者 ※登録人数 572名（通年クラスは 2017年 1 月時点の受講生数）  

【通年クラス・大人】 

 クラス数 人数 

英語 18 191名 

中国語 2 17名 

韓国朝鮮語 3 23名 

【通年クラス・子ども】 

 クラス数 人数 

親子（幼児）英語 3 21組 42名 

小学生英語 7 59名 

中学生英語 1 2名 

高校生英語 1 3名 

【半期クラス】 

 クラス数 人数 

英語（4～9月） 3 39名 

英語（10～3月） 3 33名 

（２）短期クラス 

【親子で SING ＆ CHANTS】 

2～4歳の幼児と保護者を対象に、歌やチャンツを通してネイティブの発音を学ぶ。 

開催日及び参加者   10月  6日(木)～12月 8日(木)：1クラス／8組 

             10月 13日(木)～12月 15日(木)：1クラス／8組 

              1月 12日(木)～ 3月  9日(木)：1クラス／8組 

             1月 19日(木)～ 3月 16日(木)：1クラス／8組 
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【英語で TOPIC！】 

 初中級者を対象に、毎回講師が興味ある話題（トピック）を用意し、その話題につ

いてディスカッションする。 

開催日及び参加者   5月 13日（金）～  7月 15日（金）：13名 

10月  7日（金）～ 12月 9日（金）：15名 

               1月 13日（金）～  3月 17日（金）：13名 

 【中学英語で英会話】  

講師が用意したプリントを使い、中学レベルの基礎英語で会話を楽しむ。 

開催日及び参加者  5月 10日(火)～7月 12日(火)：10名 

          10月 4日(火)～12月 6日(火)：10名 

          10月 6日(木)～12月 15日(木)：8名 

           1月 10日(火)～3月 14日(火)：10名 

          1月 12日(木)～3月 16日(木):  8 名 

（３）サマーコース 

開催日 7月 26 日(月)～7月 28日(水)  

【子どもクラス/英語】 

英語学習初心者を対象に、クラフトやアクティビティを通して英語に親しむ。 

参加者 3クラス／22名 

【大人クラス/英語】  

①「洋楽で楽しく学ぶ英会話」:15名 

②「世界を知ろう・地理」（世界のある地域を取り上げ気候・産業などを学ぶ）：4名 

（４）多言語アワー ドイツ語 

開催日及び参加者  10月 5日（水）～11月  9日（水）：10名 

10月 7日（金）～11月 11日（金）：14名 

３．異文化理解・啓発事業 

（１）国際交流ワークショップ 

   吹田産業フェア内でメイシアターにブースを設け、協会の活動紹介のパネル展示を

する一方、国カードと文化カードのマッチングをする神経衰弱ゲームを実施。ブー

スに立ち寄ってくれた方に、協会パンフレット等とボランティアさん手作りの SIFA

オリジナルクリップを持ち帰っていただき、協会の PR に努めた。 

開催日 5月 7日(土)～8日(日) 

場 所 メイシアター 

（２）多文化共生講座 

多文化共生について理解し、地域の国際化を進める人材育成のために実施した。 

「留学生や在住外国人も共に！豊かな地域、しなやかな未来」 

～これからの多文化共生のまちづくり～ 
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開催日 9月 22日(木) 

講 師 田村太郎氏（（特活）多文化共生マネージャー全国協議会 代表理事） 

場 所 子育て青少年拠点夢つながり未来館 

参加者 69名 

後 援 CARES－Osaka 

（３）異文化理解出前講座「地球村ぷらす」 

市民の異文化理解を進めるために実施。外国人を講師に、出身国のことば、文化、

暮らしなどの紹介や日本に暮らして感じること等を話す。また、外国人が主体的に

発信することで自己実現の場にもなった。 

実施日 11月 6日（日） 

場 所 浜屋敷 

講 師 サレヒー・メヌシュ氏（イラン出身・SIFA日本語学習者） 

参加者 15名 

共 催 （特活）吹田歴史文化まちづくり協会 

（４）外国語で絵本の読み聞かせ 

千里図書館主催講座「英語で絵本を楽しもう！」に講師紹介で協力した。 

実施日 1月 28日(土) 

場 所 千里図書館 

講 師 ノン・ニュエン氏（米国） 

４．子ども国際理解に関する事業 

   日々口にする食べ物から日本と世界のつながりを知ってもらう国際理解教育のプロ

グラム「そうなん！？～ごはんのふるさと～」を実施した。 

 開催日 2月 11日（土・祝） 

 場 所 SIFA 

 参加者 小学生の親子 8組 19名 

 ボランティア 5名（日本人 2名、外国人（オーストラリア、フィリピン、中国）3名） 

５．国際交流団体等支援・連携事業 

（１）市民グループ等との協働および連携 

地域における国際交流等について、国際交流に関する市民団体や関係機関が相互に情報

交換ができる場を設けた。また国際交流団体等の実施する事業に対して、共催・後援等の

支援を行った。 

ア．共催事業の実施 

異文化理解出前講座「地球村ぷらす」 

共 催 （特活）吹田歴史文化まちづくり協会 

    ※詳細は異文化理解出前講座「地球村ぷらす」に記載 

イ．協賛事業の実施 
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浜屋敷ハロウィンフェスティバル 

語学教室全クラスに参加券付チラシを配布、周知。 

開催日 10月 30 日（日） チケット持参者：10名 

  場 所 浜屋敷 

  主 催 （特活）吹田歴史文化まちづくり協会 

ウ．名義後援 5件 

第 13回すいたアジアンフェア 

（一財）言語交流研究所ヒッポファミリークラブ「多言語で育む未来」 

第 16回多民族共生人権研究集会 

第 17回多民族共生人権研究集会 

ホープ・フォー・ジャパン「素晴らしい個性」コンサート 

エ．吹田市国際交流団体ネットワーク  18団体で構成 

開催日 2月 27日（火） 

場 所 南千里地区公民館 

（２）国際交流組織等との協働および連携 

 国際化事業を進めるために関係する行政機関や国際交流機関、大学等と広く連携し成果

を収めた。 

ア．多文化共生アドバイザー業務委託事業    ※委託者：学校法人関西大学 

関西大学が文部科学省より委託を受けた「住環境・就職支援等留学生の受け入れ環

境充実事業」CARES-Osakaにおける本件業務を受託。 

   業務内容：留学生（及び元留学生）就職・定住支援活動 

        留学生（及び元留学生）の地域理解、地域に根ざした企業・産業・商業

体験の促進活動 

        地域住民との交流促進活動 

①CARES CAFE「わらしべ長者」 

留学生・元留学生の就職に関する情報交換やゲストスピーカーの体験談の共有と

相談業務。 

開催日 9月 26日（月）、10月 24日（月）、11月 28 日（月）、12月 26日（月）、

1月 23 日（月）、2月 27日（月）、3月 27 日（月） 全 7回 

場 所 SIFA 

②ALT体験事業 

公立小学校に英語が教科として導入されることに伴い、ALTの増員や外国人講師の

位置づけの見直しが検討されるにあたり、ALTの授業見学や小学校の生活の一部を

体験し、ALTや英語教員に対する具体的なイメージを持つ機会を提供した。 

協力校 市内公立小学校 7校 

参加留学生 延べ 23名  
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③シェアハウスシンポジウム「魅力的なシェアハウス運営のために」 

  開催日 3月 26日（日） 

  場 所 SIFA 

 講 師 永瀬康子氏（Come on UP代表） 

  ④地域 RAトレーニングプログラム「やさしい日本語」 

    開催日 1月 18 日（水） 

    場 所 SIFA 

    講 師 榎原智子（SIFA日本語講師） 

参加者 7名 

イ．大和大学母性看護学実習生のための研修会 

地域の国際化の現状と多様な文化背景を持つ人に対する SIFAの支援体制の紹介。ま

た医療の場で活動するコミュニティ通訳ボランティアの活動内容の紹介と通訳者か

ら見た医療現場での課題や心構えなど具体的な事例を挙げながら説明した。 

 開催日 10月 20日（木）、12月 8日（木）、1月 19 日（木） 全 3回 

 場 所 市民公益活動センター 

 講 師 SIFAコミュニティ通訳ボランティア 各回 2名 

 参加者 実習生 58名 

 ウ．MUSEたかつきカレッジクラブ講師派遣事業  ※委託者：株式会社関大パンセ 

関大パンセの新規事業展開に当たり協会の講師を派遣し、異文化理解に基づいた講

座を運営した。歌ったり身体を使ったり、簡単な遊びを通して親子で楽しく学ぶ講

座を行った。  

講座名 MUSEたかつきカレッジクラブ講座「親子で英語を楽しもう」 

 開催日 6月 9 日（木）～7月 21日（木） 全 6回 

場 所 ジオタワー高槻ミューズフロント 

講 師 ホゼア ベイカー（SIFA講師） 

参加者 10組 20 名（親子） 

 エ．阿倍野防災センター見学ツアー～日本語学習から実地体験へ！～ 

   外国人住民の災害に対する自覚と備えを促すことを目的に、日本語教室学習者とそ

の家族、日本語ボランティアに参加を呼びかけ実施した。 

    開催日 3月 18 日（土） 

    場 所 大阪市立阿倍野防災センター 

    参加者 38名 

    共 催 （公財）大阪府国際交流財団 

Ⅲ在住外国人の支援 

１．日本語教室の開催 ※吹田市委託事業名：在日外国人のための日本語教室運営事業 
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日本語を初めて学ぶ人から簡単な会話が出来るまでの 2 クラスを開講。就学前の子ども

がいる学習者のためにボランティアの協力により保育付きのクラスを設けた。 

（１）日本語教室 

開催日 前期（4 月～9月）：36回 後期（10月～3月）：42回 

場 所 SIFA 

参加者 前期：日本語１：延べ 398名、日本語２：延べ 343名 

     後期：日本語１：延べ 316名、日本語２：延べ 592名 

（２）日本語教室発表会 

 日頃の学習成果を発表した。ボランティア主導による交流会では、発表者とボラン

ティア、来場者の交流と異文化の相互理解の場となった。 

開催日 3月 5日（日） 

場 所 市民公益活動センター 

参加者 発表者：11名  観覧者：50名 

（３）吹田市日本語教室ネットワーク連絡会 

   吹田市内の日本語教室が集まり、情報や課題を共有し、教室間・ボランティア間の

交流を図った。 

   開催日 5月 18日（水） 3月 13日（金） 

   場 所 SIFA 

２．コミュニティ通訳ボランティア同行事業 

日本語による会話が十分でない外国人が、言葉の壁により医療機関等を利用する機会が

失われないように、市内提携病院や保健センター等を利用する際に協会の研修および大阪

大学医療通訳養成コースを修了したコミュニティ通訳ボランティアが同行し、診察時等に

通訳を行った。 

同行医療機関等：吹田市民病院・済生会吹田病院・済生会千里病院・吹田市立保健センター 

（１）コミュニティ通訳同行 

同行件数 129件 

（中国語：84件、英語：45件、韓国朝鮮語：0件、スペイン語：0件） 

（２）コミュニティ通訳ボランティア同行事業関係者会議 

開催日 6月 20日（月） 2月 13日（月） 

場  所 SIFA 

３．コミュニティ通訳ボランティアスキルアップ研修 

               ※吹田市委託事業名：吹田市コミュニティ通訳運営業務 

 コミュニティ通訳ボランティアの技術向上を目指し、研修会を行うことで通訳ボランティ

アが安心して活動できるよう支援した。 

（１）通訳ボランティアスキルアップ研修 

①開催日 9月 30日（金） 
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場 所 市立吹田市民病院 

内 容 産婦人科について 

講 師 大西洋子医師（市立吹田市民病院 産婦人科部長）  

参加者 8名 

②開催日 3月８日（水） 

場 所 市民公益活動センター 

内 容 通訳技術、通訳コミュニケーションについて 

講 師 重野亜久里氏（（特活）多文化共生センターきょうと理事長）  

参加者 5名 

（２）通訳ボランティア言語別勉強会（英語） 

開催日 ①11月７日（月） ②1月 23日（月） ③3 月 6日（月） 

場 所 SIFA 

講 師 サリー チョイ（SIFA 国際交流員） 

参加者 ①4名 ②6名 ③4名 

４.地域事業への在住外国人の参加促進 

（１）多文化共生アドバイザー業務の中で、留学生と地域住民との交流促進活動として以 

下の事業を実施した。 

①津雲台地区市民体育祭(10月 9日、27名) 

②中の島ピクニック（11月 3日、23名） 

③つくも台もちつき大会(11月 20日、41名) 

④神鍋高原雪遊び（2月 5日、6名） 

５.その他の外国人への支援 

（１）外国人児童生徒の支援 

ア．ハロハロ SQUARE（外国にルーツを持つ子どもの学習支援事業） 

   外国にルーツをもつ子ども達の学習支援を大阪大学グローバルイニシアティブセ

ンターグローバルコラボレーション部門との連携事業として実施。学校の勉強や

日本語学習などそれぞれの課題を大学生を含む協会ボランティアと一緒に学習。 

   ・ハロハロ SQUARE 

開催日 4月 15 日（金）～3月 17日（金） 全 40回 

場 所 SIFA 

参加者 小学生～高校生 延べ 365名  ボランティア 延べ 301名 

協 力 関西大学、甲南女子大学多文化コミュニケーション学科 

・夏休み自習室  

開催日 7月 29 日（金）、8月 5日（金）、8月 19日（金） 

場 所 SIFA  

参加者 小学生～高校生 延べ 11名  ボランティア 延べ 11名 
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 ・ボランティア勉強会 

  開催日 年 8月 26日（金）、1月 13日（金） 

  場 所 SIFA  

  参加者 ボランティア 延べ 8名 

イ 吹田市教育委員会主催の「日本語適応教室」に通室する子どもについて、教育委

員会や指導スタッフと情報や課題の共有をしながら連携、協力。 

ウ．帰国・渡日児童生徒学校生活サポート事業 

大阪府教育委員会主催の「多言語 進路・学校生活サポートガイダンス」を通じ

高校受験などの進路選択のための情報提供と相談等に協力。 

開催日 11月 12 日(土) 

場 所 高槻市教育会館 

参加者 児童生徒・保護者 約 60名 

（２）子育て中の外国人支援「こあらくらぶ」 

子育て中や妊娠中の外国人が安心して子育てができるような交流の場を持ち、のび

のび子育てプラザ等の専門機関と連携しながら地域の子育てに関する情報を伝える

などの支援をした。 

開催日 6月 3 日（金） 7月 8日（金） 9月 9日（金） 10月 25 日（火） 

場 所 南千里地区公民館 南千里地区公民館 南千里地区公民館 のびのび子育てﾌﾟﾗｻﾞ 

参加者 12組（24名） 3組（7名） 7 組（14名） 5組（10名） 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 3名 3名 3名 2 名 

 

12月 9日（金） 2月 3日（金） 

南千里地区公民館 のびのび子育てﾌﾟﾗｻﾞ 

5組（10名） 3組（8名） 

2名 2名 

（３）イコールアクセスのための情報の提供 

ア．成人歯科検診の実施・・・2016年度は未実施 

イ．行政情報などの提供 

  「大阪 880 万人の防災情報送受信訓練」の情報等を協会の情報発信媒体により多  

言語で発信した。 

（４）使える日本語（自主事業） 

   日本語学習中級者を対象に生活や社会参加につなげるための有料日本語クラスを実

施した。 

   開講日 4月 13日（水）～3月 22日（水） 全 40回 

   場 所 SIFA 

   参加者 延べ 186 名 
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Ⅳ SIFA 賛助会員 

協会事業への支援、協力を得るために賛助会員を募り会費の確保に努めた。 

個人会員 545名（546口） 

外国人会員 104名（104口） 

法人会員 17法人（17口） 

Ⅴその他 

【協力・参加】 

文化庁平成 28年度日本語教育実態調査 

大阪府吹田警察署吹田地域国際交流推進協議会 

関西大学留学生別科入学式・修了式 

大阪学院大学 CETプログラム：インタビュー協力者募集 

甲南女子大学多文化コミュニケーション学科 行動演習：学生受け入れ 

吹田青年会議所：新年賀会定例会 

吹田商工会議所：新年会 

吹田まつり：実行委員会・企画委員会 

吹田市安心安全のまちづくり協議会 

吹田市内公立中学校の職業体験受入：西山田中学校・第一中学校 

千里みらい夢学園 英語 DAY：講師派遣  

吹田市立岸部第 2小学校：講師派遣 

CARES-Osaka セミナー「SIFA の在住外国人支援～外国人生活者が家族全員で長期に亘って

安心して暮らせるようにするために～」：講師派遣 

関西大学留学生のハロハロ SQUARE見学受け入れ 

千里ニュータウンプラザ連絡会議 

市民公益活動センター「かえっこバザール」にブース出展 

千里図書館「図書館講座じゅずつなぎ」：講師紹介 

大阪学院大学国際部・外国語学部の学生の日本語教室見学受け入れ 

大阪府教育庁「地域で活動する識字・日本語教室の支援力強化事業」エリアネットワーク

会議 
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【理事会・評議員会等】 

１．理事会 

・第 1回通常理事会：平成 28年 5月 14日（土） 

議案第 1号 平成 27年度 事業報告及び決算の承認について 

議案第 2号 事務局長の任用について 

議案第 3号 平成 28年度 定時評議員会の開催について 

追加議案第 1号 理事の選任候補者の推薦について 

 

・第 1回臨時理事会：平成 28年 12月 23日（金） 

議案第 4号 評議員の選定委員の選任について 

議案第 5号 公印規程の一部を改正する規程の制定について 

議案第 6号 特定個人情報取扱規程の制定について 

報告第 1号 理事長及び副理事長職務執行状況報告 

 

・第 2回通常理事会：平成 29年 3月 19日（日） 

議案第 7号 平成 29年度事業計画書(案)について 

議案第 8号 平成 29年度収支予算書(案)について 

議案第 9号 平成 29年度資金調達及び設備投資の見込みについて 

議案第 10号 平成 28年度第１回臨時評議員会の招集について 

  議案第 11号 事務局長の任免について 

 議案第 12号 次期評議員候補者の選任 

 報告第 2号 理事長及び副理事長職務執行状況報告 

 

２．評議員会 

・定時評議員会：平成 28年 5月 30日（月） 

議案第 1号 平成 27年度決算の承認について 

議案第 2号 理事の選任について 

報告第 1号 平成 27年度事業報告について 

 

・第 1回臨時評議員会：平成 29年 3月 31日（金） 

議案第 3号 平成 29年度事業計画書(案) について 

議案第 4号 平成 29年度収支予算書(案) について 

議案第 5号 平成 29年度資金調達及び設備投資の見込みについて 

 議案第 6号 次期評議員候補者の選任 

 報告第 2号 次期事務局長の選任 
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３．公認会計士による決算監査の実施 

平成 27年度決算監査：平成 28年 5月 2日（月） 

 

４．監事監査の実施 

平成 27年度決算監査：平成 28年 5月 6日（金） 
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平成 28年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」

第 34 条第 3項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が  

存在しないので作成しない。  

  

平成 29 年 5月          

 公益財団法人 吹田市国際交流協会 

 


